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流出計算法の比較 
 
      流 出 解 析  （流出モデルの同定）：実績洪水の再現 
              （検証）： 再現性・モデル定数の安定性 
流出計算 

 
     流 出 予 測    （基本高水の算定） 
               （流域の将来像＝土地利用状況等の比較･検討， 

および 総合治水対策の評価のための流出量の算定） 
 
 
流出モデル（流出計算法） 

 
・ 単位図法 
  総合単位図法 

・ 流出関数法 
 
・ 合理式法 
    合成合理式法（単位図法＋合理式） 
 
・ 貯留関数法 
・ 準線形貯留型モデル 
・ タンクモデル法 
 
・ Kinematic Wave法（等価粗度法） 
 
 
評価項目 
 
◉ 実務への適用性： 
・特定の流域を対象として，実際の降雨･流出量データを用いて，流出計算ができるか？ 

 

◉ 再現性：実績洪水をよく再現できるか？ 
  ・基準点（最下流端）はもちろん，それ以外の流域内主要地点でも実績洪水をよく再現できるか？ 
  ・同定したモデル定数は安定しているか？ 

（モデル定数の小さな変化が，流出量の算定値の大きな違いにつながらないか） 
    ・検証での再現性はよいか？ 
◉ 土地利用条件を，陽的にモデルに導入できるか？ 

・土地利用条件の違いを，モデル定数や流出計算に直接的に導入できるか？ 

（モデルの構造や仕組みのわかり易さ） 
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◉ 総合治水対策の比較検討と評価に利用できるか？ 

・流域の（流出現象に関わる）さまざまな将来像について比較検討できるか？ 

  ・治水に関わる貯留施設などの効果の評価に利用できるか？ 

◉ 流域内での主要地点（例えば，主要支川）で流出量を算定できるか？ 
 
◉ 流出解析および流出予測の計算処理に要する時間・手間 

  ・解析途中での，解析者の個人的判断（解析結果の図化とそれに基づく判断）などの有無． 

 

◉ 入力する降雨の地域分布（および時間分布）を流出計算に導入できるか？ 

・ 部分流域を対象として流出計算ができるか？ 

 

 

流出モデルの相互比較 

 

◉ 再現性の比較（ピーク流量，ハイドログラフ＝ピーク流量近傍，てい減部など） 

 

◉ （同定したモデルを用いた）予測流出量の比較 
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中小河川計画の手引き（案）（平成１１年９月）より引用


